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Essay
エッセイ

情報システム学科

教　授 香月 祥太郎
Shotaro  Kohtsuki

環境政策学科

助教授 小林 朋道
Tomomichi  Kobayashi

　
自
然
が
あ
ふ
れ
る
鳥
取
に
赴
任
し
て

早
や
３
年
半
が
た
ち
ま
し
た
。
新
設
の

大
学
で
、「
情
報
」
と
「
技
術
」
、「
経
営
」

を
融
合
し
た
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
領

域
の
確
立
を
目
指
し
て
教
育
と
研
究
に

励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
と
共

に
有
意
義
な
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
学
生
諸

君
と
は
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の
講

義
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
通
し
て
楽
し

く
学
問
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４

年
生
に
も
な
る
と
や
は
り
見
違
え
る
よ

う
に
成
長
さ
れ
、
頼
も
し
く
思
う
と
同

時
に
、
是
非
と
も
こ
の
大
学
か
ら
な
ら
で

は
の
価
値
観
と
感
性
を
も
っ
た
若
者
と

し
て
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
３
年
間
、
鳥
取
県
、
特
に

商
工
労
働
部
の
ご
支
援
を
得
て
、
鳥
取

県S
B

IR

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
人

材
育
成
事
業
な
ど
に
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
く
にS

B
IR

で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
たe

-L
e
a
rn

in
g

シ
ス
テ
ム

"e
-T

o
tto

ri"

が
今
春
、
開
発
、
起
業
化
さ

れ
既
に
多
方
面
で
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、IT

人
材
育
成
で
は
本
学
で
集
合

研
修
を
実
施
し
、数
人
の
学
生
諸
君
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
ベ
ン
ダ
ー

資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
短
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
種
々
の
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
鳥
取
と
つ
な

が
り
を
も
っ
て
研
究
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
加
藤
学
長
は
じ
め
教
員

の
皆
様
、
事
務
局
の
方
々
に
は
一
方
な
ら

ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
将
来
に
向
け
て
鳥
取
環
境

大
学
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

環境デザイン学科

教　授 堀越 英嗣
Hidetsugu  Horikoshi

　T
U

E
S

が
開
学
し
て
約
３
年
半
が

た
ち
ま
し
た
、こ
の
間
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
学
生
諸
君
の
環
境
に
対
す
る
思
い
が
、

次
第
に
鳥
取
の
地
か
ら
全
国
へ
向
か
っ
て

発
信
し
始
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
環
境
を
考
え
る
こ
と
が
真
に

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
す
。
環
境
に

つ
い
て
は
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
色
々
な

分
野
、
視
点
で
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

他
の
ど
こ
で
も
な
い
鳥
取
と
い
う
「
場
所
」

で
環
境
を
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
の
残
る
鳥
取
で
は
、失
っ
て
は

い
け
な
い
多
く
の
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
を

身
近
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
都
市
文
明
の
２０
世
紀
が
終
わ
り
を

告
げ
た
と
き
に
始
ま
っ
た
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

大
学
か
ら
新
し
い
価
値
観
を
持
っ
た
生
活

文
化
を
つ
く
り
だ
す
若
者
が
巣
立
っ
て

い
く
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
事
情
に
よ
り
東
京
に
戻
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
端
都
市
東
京

と
自
然
あ
ふ
れ
る
鳥
取
と
い
う
、異
な
っ
た
、

し
か
し
大
切
な
二
つ
の
パ
ワ
ー
を
融
合

さ
せ
る
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
今
後
も

鳥
取
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

コモンズの悲劇と古老の猟師

　９月の初めに宮崎の秘境といわれる椎葉村尾前

峡谷に行った。椎葉村には、東北のマタギに匹敵

するといわれる狩猟採集文化が細 と々継承されて

いる。その第一人者である古老の猟師、尾前善則

さんの精神世界が知りたいと思ったからである。そ

こに求めたものはいくつかあるが、その一つは、「コ

モンズの悲劇」に対抗する新しいメカニズムである。

　「コモンズの悲劇」というのは、現代の環境問題

の本質の一つをあらわした代名詞のようなものである。

市民が、自分たちの共有の資源（コモンズ）を前にし

たとき、一人ひとりは自分が損をしないようにふるまお

うとするため、結局はコモンズは荒廃してしまう、とい

う現象を指している。山の資源も水産資源も、そして

水も大気もコモンズである。重要なことは、自分が損

をしないように振舞おうとする特性は、進化の結果、

現在地球上に生きている人間も含めた生物すべて

が持っている根源的な性質だ、という点である。もち

ろん、例外的な人間もありうる。しかし、それが大多

数になることはまずあり得ない。その事実を前提に

して環境問題の解決は考えられなければならない。

　一方、皮肉なことに、現在の環境問題の原因を

つくっている人間は、この「コモンズの悲劇」に対抗

する脳内プログラムを他の生物より高度に発達さ

せていることが明らかになりつつある。ただし、その

プログラムが作動するのは、人間本来の社会集団 

― メンバー同士が互いに知り合っているような百

人程度以下の集団 ―であることもわかっている。

　現在、コモンズの荒廃に関係している人間の集

団は、地域、国、地球に対応する、数百人から数十

億人から成る互いに見知らぬ巨大集団である。

人間の形態や認知、思考の特性を進化的に形作っ

てきた百人程度の集団と、人類史から言えばほん

の一瞬の間に不自然に拡大した巨大集団の間のギャッ

プをどう縮めるのか、それが鍵を握ると考えられてい

る。その鍵の一つがインターネットをはじめとしたIT

コミュニケーション手段ではないかと考える人もいる。

　私が尾前さんの精神世界に期待するのは、集

団の規模の溝を埋める方向性とは全く別な「コモ

ンズの悲劇」対抗メカニズムである。日本では、尾

前さんや東北のマタギの人々、北海道のアイヌの人々

の自然観が驚くほど似た構造を持つのはなぜだろ

うか。節度を持ってコモンズを利用しようとするその

自然観はこれまで、ノスタルジックに、あるいは道徳

や宗教といった面から話題にされることが多かった。

そうではなくて、進化の産物として現れたヒトという

生物の精神構造という視点から分析される時期に

きていると思うのである。

▲椎葉村の伝統的な狩猟採集文化を実践し伝承
　している尾前善則さん。
　後ろには雄のイノシシの頭蓋骨が並べられている。

▲椎葉村の山の風景。
　尾前さんの頭の中には、詳細な動植物の生態的特
　性や地形が書き込まれた山の地図が入っている。


